
講　　習　　テ　　ス　　ト

加盟店名　　　　　　　　　　　　　　　 平成　　　年　　　月　　　日

１、 「オートプロジャパンの理念」について、次の文章の（　　　　　）の中に、下記の語群から適当な番
　号を選び、正しい文章にして下さい。

（各３点）

○出張オイル交換によって運転手の（　　　　　）の有効活用ができる。

○「地球に（　　　　　）自動車の使用方法」があるとしたら、私たちの提供する「出張オイル交換サ

　ービス」以外に無いと確信しております。と、同時に「（　　　　　）の復活」にも微力ですがお役に

　立ちたいと考えております。

○我々の仕事は（　　　　　）のサービスであり、「時代の（　　　　　）にあった真のサービス事業」で

　あると自負して下さい。

①森林　　②一極集中型　　③安全　　④優しい　　⑤余暇時間帯　　⑥ニーズ　　⑦ユーザー　　

２、 「オイル交換にのぞむ心構え」を、次の文章の（　　　　　）の中に、下記の語群の中から適当な番

　号を選び出し、正しい文章にして下さい。
（各３点）

（　　　　　）と危険、より（　　　　　）にを鉄則にすること。
技術（　　　　　）％　サービス（　　　　　）％

　　　①適当　　②慣れる　　③３０％　　④６０％　　⑤慎重　　⑥７０％　　⑦慣れない　　⑧４０％

３、 エンジンオイルの役目のうち４つを記入して下さい。

（各１点）
①

②

③

④

４、 ベースオイルの３種類を記入して下さい。

（各１点）
①

②

③



５、 次のオイルをグレードの高い順から番号で選んでください。
（１行２点）

ガソリン車用 （　　　　）　←　（　　　　）　←　（　　　　）　←　（　　　　）

ディーゼル車用　　　　（　　　　）　←　（　　　　）　←　（　　　　）　←　（　　　　）

　　①ＣＦ－４　　　②ＳＪ　　　③ＳＧ　　　④ＣＥ　　　⑤ＳＨ　　　⑥ＣＤ　　　⑦ＣＦ　　　⑧ＳＬ

６、 「１０Ｗ－４０」の意味を次の文章の中に、下記の語群の中から番号を選び出し、文章を完成させ

　て下さい。
（各１点）

Ｗとは、（　　　　　）の意味で、（　　　　　）時のオイルの粘りを１０という数字で表します。４０と言う

　数字は（　　　　　）時の粘りを表す数字で、この数値が大きい程オイルの粘りが強い粘度の

　（　　　　　）オイルとなります。逆に数値が小さいものが一般的に（　　　　　）オイルとなります。

　　①広い　　　②狭い　　　③夏　　　④冬　　　⑤高温　　　⑥低温　　　⑦硬い　　　⑧柔らかい

７、 オイル交換作業時のチェック事項（乗用車の場合）を語群の中から選んで下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同じ記号を何度使用してもよい） （各１点）

・作業前に（　　　　　）、（　　　　　）、（　　　　　）を作業する車に装着する。

・車をラダーレールにのせた後、必ず（　　　　　）をセットする。

・車輌の下に必ず（　　　　　）を敷く。

・ドレンボルトを外しオイルを抜くが、外したドレンボルトの（　　　　　）の状態を確認する。

・オイルエレメントの交換の際は、外したエレメントの（　　　　　）がエンジン側に残っていないか

　確認する。

・新油を入れてからエンジンを始動し、（　　　　　）、（　　　　　）のオイル漏れを点検する。

・車輌の前後左右の（　　　　　）を確認してから、車輌をラダーレールから下ろす。

・エンジンオイルはレベルゲージの（　　　　　）まで入れる。

・ボンネットフードを閉める前に必ずエンジンルーム内に（　　　　　）、（　　　　　）など置き忘れて

　いないか、（　　　　　）、（　　　　　）が、しっかり閉まっているか確認してから閉める。

①パンク　②オイル量　③シートカバー　④工具類　⑤Ｈレベル　⑥時間　⑦足マット　⑧輪止め　

⑨ラダーレール　⑩ウエス　⑪車輌　⑫銀マット　⑬ドレンボルト　⑭レベルゲージ　⑮Ｌレベル

⑯パッキン　⑰フェンダーカバー　⑱オイルエレメント　　⑲形式　　⑳ジョッキ　　2１　バッテリー

22　安全　23　フィラーキャップ　　24　受け皿

８、 ８項目点検の内容を記入して下さい。 （各１点）

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧



９、 １４項目点検の内容を記入して下さい。 （各１点）

油脂・液 ① 　　　　　 タイヤ　　⑧

② 　　　　　　　　　　 　⑨

③ 　　　　　　　　　　　 ⑩

④ 　　　　　ワイパー　⑪

ブレーキ ⑤ 　　　 　              ⑫

⑥ 　　　　　 ライト　　　⑬

エンジン ⑦ 　　　　　　　　　　 　⑭

１０、８項目点検の点検方法を下の語群の中から選び（　　　）の中に記入して下さい。
（各２点）

ラジエーター液が不足してくると（　　　　　）の原因となる。点検はまず（　　　　　）の液量を点検し、入って

　いなければラジエーターキャップを開けて液量を点検する。極端に減っているようであれば液漏れの可

　能性あるので（　　　　　）周辺及びエンジン周辺からの液漏れ点検する。

ブレーキフルードの液面が下がっている場合は、液漏れ及び（　　　　　）が減っている可能性がある。

　ブレーキフルードの液漏れが確認出来なければ（　　　　　）方が良い。

パワステフルードの液面が下がっている場合は、液漏れの可能性がある。

　不足するとハンドルが（　　　　　）なったり、異音が出る恐れがあるため（　　　　　）方が良い。ただし車　　　

　種によって（　　　　　）をパワステフルードとして使用しているものもあるので注意する。

タイヤは点検ハンマーを使用するが、点検方法はハンマーヘッドの（　　　　　）でタイヤの（　　　　　）を打

　撃点検してパンク等を調べる。

ア．オーバーヒート　イ．液漏れ　ウ．リザーバータンク　エ．太い方　オ．ブレーキパット　カ．補充する

キ．補充しない　　ク．トレッド面　　ケ．エンジン　　コ．ラジエーター　　サ．軽く　　シ．重く　ス．細い方

セ．サイドウォ－ル　ソ．水　　タ．エンジンオイル　チ．取り出す　　ツ．ＡＴＦ　　テ．多い　ト．少ない
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